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1は じめに

「女性には経済的 自立がなければ、本 当の 自立がない」、それは1949年 以降の新中国が提

示 してきた進歩的かっ画一的な性別規範 となっている。 このような性別規範が短期間かつ広

範囲に広まったのは、新中国政府の成立とともに男女平等が基本的な国策の一つとして掲げ

られてきたことによるもの と考えられ る。 しかも、この国策 を実現す る具体的な手段 とし

て、女 陸に男性 と同等の就業機会と報酬が与えられた。そのため、1950年 代から、女性、正

確に言えば都市部の女性の就業率や教育水準は男性に近づいた(Tang&Pahsh2000;Parish&

Busse2000)。

しかし、計画経済から市場経済に転 じる1980年 代末から1990年 代初頭にかけて、中国の

都市部において主婦(housewifb)が 増加 し始めた。長年、女性の 自立は経済的自立からだと

い う性別規範を構築 してきた中国では、主婦の出現が新 しい社会現象 となり、そのため多 く

の議論をよび、現在でも主婦の増加 と女性の社会地位の低下との因果関係 について議論が収

束しないままである。

そこで、本稿は、中国都市部の主婦1を 研究対象 とし、仕事 と家庭の問を行き来 している

女性がどのように、「良妻賢母的役割」 と 「経済的役割」を遂行 しているのか、また、転i換

期の中国で女性の性別規範がどのように変容 しているのかを考察する。 さらに、こうした考

察によって、異なる階層の女性の間で性別規範が多様化 していること、階層 によって主婦に

なることは必ず しも女性の社会地位の低下を意味するわけではない ことを指摘する。

II問 題の所在

1中 国の主婦とは

主婦(housewi甸 の概念に対 して、中国ではまだ明確 な定義がなされていない。民間では、

1本 稿の研究対象である主婦には、専業主婦 、兼業 主婦、そ して、以前専業主婦 になった経験があ り、現在

再就職 した主婦 とい う三種類の主婦が含 まれ ている。彼女 らが退職 した り、兼業主婦 になった り、社会 に復

帰 した りす ることを選ぶ 際に、 「経済的役割」 と 「良妻賢母的役割」が相互 に作用 して、彼女 らの選択 に影響

を及ぼす と考 えられる。 よって、 より明確に女 性の性別規範を分析するために、三種類の主婦を取 り上げる。
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専業主婦を指して、「全職太太」や 「家庭婦女」2と い う二っの異なった呼び方をし、それぞ

れ羨望 と蔑視の意味あいを含んでいる。主婦を対象 とする研究がわずか しかない現状でも、

新 しく出…現した主婦に対 して賛否両論の意見が示 されている。その中で、丁琳琳・馮曇(2005)

は 「『全職太太』は 「新家庭主婦」で、社会の一切の職務を辞退 し家庭に入 り、『太太』(奥 さん)

を職業として良妻賢母の役割に専念している」女性 と述べる。また、方英(2009)は 主婦を 「全

職太太」 と 「家庭主婦」 とい う二つの概念に分け、 「全職太太」は1990年 代の中国に出現し

た新 しい名称であるのに対 し、「家庭主婦」は1950～1960年 代の毛沢東時代の無職既婚女

性への呼称であると述べ、両者が無職で社会に進出していないとい う共通点を有 しているに

もかかわらず、時代によって全 く異なる女性を表 していることを指摘 している。 さらに、方

英は両者がそれぞれ違ったイメージを持たれる原因 として、1949年 以降、国家の呼びかけに

応 じず、社会に進出できなかった少数派の女性に対 し、社会はマイナスのイメージを植 え付

けたため、「家庭主婦」の良くないイメージが広がったのに対 し、1990年 代以降、市場経済

の進化により経済的な要素が人々の生活様式に影響 を与え、職場か ら家庭 に入った同 じく少

数派の女性に対 し、社会 はプラスのイメージを植 え付けたため、「全職太太」に裕福 でモダ

ンなイメージが広がった、と分析 している。

このように、今の中国では、無職の既婚女性に対 して、全く異なるイメージが存在 し、二

っの概念が定義 されているのである。

一方、欧米及び日本では、主婦について明確な定義が提示 されている。 ロパタによると 「主

婦 とは、家庭の運営に必要な作業を自分で行 うか、他人を雇って行 うかを問わず、その活動

に責任 を持つ女性」であ り、3瀬 地山角(1996)は 現代 日本の主婦の共通性 について 「夫の

稼ぎに経済的に依存 し、生産か ら分離 された家事を担 う有配偶者女性」と指摘する。もちろん、

欧米 と日本の主婦も時代によってその特徴:は一様ではない。 日本を例にす ると、主婦が誕生

した大正初期、主婦は主 に当時の中流家庭に属 し、「女中」とい う名 の家事使用人を雇って

いたが、戦後はサラリーマン社会になったことによって、主婦は圧倒的多数派とな り、家事・

育児に専念 している。 さらに、中国と比較 して興味深いことに、現在の日本では、家事 ・育

児に専念するのがよい とい う価値観が優位 になったため、かえって職業をもった女性のほ う

が、肩の狭い思いするようになった。4

また、女性が主婦になれ る経済的条件 として、夫一人分の収入で一家の生計費がまかなえ

るよ うになる必要があるため、それぞれの社会、それぞれの階層で、この条件を満たす時間

2具 体的 に言 えば 「全職太太」 は裕福 かつ有能で、本 当は仕 事ので きる環境 にあるが積極的 に家庭 に戻 り、

華麗な姿であま り家事 をしない奥様のイメージが持 たれてい るが、その一方で、「家庭婦女」は学歴が低 く仕

事ができないため、家事 に専念せ ざるを得 ない女性 とい うイメージが与え られ る。

3ロ パ タの定義が主婦の生活状況 を概観 してい る。つ ま り、主婦は一般的に 「家庭の主婦」と言われ るように、

家庭 の枠組 のなかの地位 を さし、既婚女性がその地位 を占め る。 しか し、女性解放の運 動や研究 が進 められ

るなかで、主婦の分析 的定義 が注 目される ようになった。例 えば、 日本の家制度における家長 に対 しての主

婦 とは異 な り、西欧の主婦 は産業:革命を契機 に家庭 が生産か ら分離 され、上質の労働 力を再生産す ることに

専心す る役割 が要請 され る過程で誕生 した(目 黒依子1993)。

4日 本における主婦の誕生か ら主婦の大衆化にっいては、落合(1994、43-48)を 参照 した。
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差が存在 している。家計のために働かざるを得ない女性にとって、労働市場か ら家に戻 るこ

とは、決 して女性の社会地位の低下を意味するわけではなく、む しろ厳 しい労働か ら解放 さ

れ、社会地位が上昇することを意味す る。 ところが、1960-70年 代 より電化製 品が普及 し、

大衆的なフェミニズム運動が隆盛 し、女性が家庭外に自己実現を求めるよ うになったため、

先進資本主義国では有配偶女性の急速な労働市場への参入 とい う共通の現象が起 こった。っ

ま り、欧米の女性は、大まかには、男性 と同等に労働 している時期、労働市場から撤退 して

主婦になる時期(主 婦化)、 主婦をやめて社会 に進出す る時期(脱 主婦化)と い う三段 階を

歩んできた。それに対 して、中国の女性就業は,夫 婦が共働きをしなければ生活できない経

済的な圧力 と、社会主義化が女性の労働力化を推進 したことによるもので、「必ず しも主婦

の消滅以後といえるようなものではな く、主婦の誕生以前といった要素をもは らんで」お り、

「家父長制 との妥協の中で数々の矛盾を抱 えている」のである5。そのため、計画経済か ら市

場経済に転換 している現在の中国で出現 しつっある主婦は、単に主婦の誕生以前、または脱

主婦化以後の社会現象 と考えるよりも、むしろその三段階の主婦の特徴が複雑に絡みあって

いるものと考えたほ うが、より真実の主婦の姿に迫 ることができるだろう。

そこで、本稿では、異なる階層の主婦 とい う意味合いを持っ 「全職太太」 と 「家庭婦女」

の両方を研究対象にし、「無職 で夫の経済力に依存 し、主に家事労働に専念または家事の運

営を管理 している既婚女性」 とい う両者の共通点に焦点をあて、転換期を迎えている中国で

見 られる主婦の現状について考察する。

2「 経済的な役割」と 「良妻賢母の役割」に揺れる新中国の女性

T・ パー ソンズ(1955)は アメリカの核家族をモデルにし、男女で異なる生物学的な性別

の特徴、核家族の孤立、および現代 「社会で家族 と職業体系との区別が明確になったため」、

家族 とい う小集団で 「男性は道具的な役割、女性は表出的な役割」 とい う性別役割 に分化 さ

れていると指摘する。具体的に言 えば、道具的な役割を担 う父親は、対外的な関係 をつかさ

どり、集 団としての家族の 目的を達成す るが、表出的な役割 を担 う母親は、家族成員の情緒

を安定化 し、成員互いの連帯関係 を維持 して、子どもについて主な責任を負 うのである。 こ

のよ うに、パーソンズは 「男は外、女は内」 とい う性別役割を提示 してお り、女性の主な役

割 とは子 どもをはじめ家族成員の世話を し、成員間の関係 をしなやかに保 ち、男性の道具的

な役割を補佐す ることである。本稿では,上 述のような女性の担 う役割を 「良妻賢母的役割」

とし、社会に進 出し家庭 に一定の収入をお さめることを 「経済的役割」として論述する。そ

して、この 「経済的役割」 と 「良妻賢母的役割」とい う観点から、1949年 以後の新中国女性

の性別規範の変遷 を見ることにする。

周知のように、新中国の女性は自らの女性解放運動によってではなく国家の直接的な関与

を受けながら、都市から農村に至るまで 「家庭の人」から 「社会の人」へ と脱皮 してい くプ

ロセスをたどった(李 小江2000)。 このプロセスを完成するために、男女平等 を守る法律の

5瀬 地 山角 『東 ア ジ アの 家 父長 制 』 勁 草書 房 、1996、pp.79-81.
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確 立 、 イ デ オ ロ ギ ー の 浸 透 、 政 治 運 動 と行 政 の 関 与 の み な らず 、 国 家 は 女 性 の就 職 率 の 向 上

に も積 極 的 に介 入 した 。 そ の た め,1950年 代 の 都 市 女 性 を み る と、 主 婦 の 比 率 は90%か ら

10%に 下 が り、 そ の 代 わ りに就 業 す る 女 性 の 比 率 は10%か ら80～90%に 上 が っ た(李 銀 河

2005)。 こ の よ うに 、 大 躍 進 、6文 化 大 革 命 の 時期 か ら、 農 村 で も都 市 で も、 家 事 の み に 専 業

す る女 性 が ほ と ん どい な くな り、 そ の 代 わ りに 、 多 く の女 性 が 家 事 以 外 の 労働 に 従 事 す る社

会 体 制 とな っ た(譚 深1993)。

と くに 、都 市 の 共働 き家 庭 に と っ て 、一 家 の収 入 の 半 分 は 女 性 が 支 えて い る 点 か らみ る と、

女 性 は 男 性 に 経 済 的 に依 存 す る とい う従 属 的 な性 別 規 範 の 特 徴 を 根 本 的 に変 え た と言 え る。

そ れ に よ り、新 中 国 は ま さに 「女 性 は 半 分 の 天 を 支 え て い る」 とい うス ロー ガ ン を 実 現 した 。

しか しそ の 反 面 、無 職 で 家 事 に専 業 して い る女 性 が 、 「没 素 質,没 覚 悟 」(一 定 の 能 力 に欠 け 、

政 治 的 な 自覚 な し)と み な され る こ とに も な っ た 。 男 性 と同 じ よ うに 社 会 に 進 出 し、 「経 済

的 な 役 割 」 を 担 う女 性 が新 中 国 の 理 想 的 な 女 性 像 だ った の で あ る。

で は 、1949年 以 後 、社 会 主 義 中国 の女 性 が 短 期 間 の うち に 、 しか も広 範 囲 に 、 「家 庭 の 人 」

か ら 「社 会 の 人 」 に な った こ とに よ っ て 、 従 属 的 な 性 別 規 範 の 秩 序 は い か な る影 響 を 受 け た

の だ ろ うか 。

結 論 か ら言 え ば 、 実 は それ ほ ど影 響 が 無 か った の で あ る。 とい うの は 、 女 性 の社 会 へ の進

出 か ら生 じた 家 庭 内 の 性 別 規 範 へ の 影 響 は 、 男 女 と もに 国 家 に貢 献 す る とい う共 通 の 目標 に

裏 打 ち され て い る か らで あ る。 左 際 平(2005)の 言 葉 を借 りれ ば 、 「国 家 単 位 制 度7が 都 市 部

の 男 女 市 民 の就 業 と生 活 に基 本 的 な 保 障 を提 供 す る 際 に、 男 女 と もに 国家 と相 互 的 な 権 利 ・

義 務 関係 が 発 生 した。 この 権 利 ・義 務 関係 か ら派 生 した 特 徴 は 、男 女 労働 者 が 国家 とい う 『大

家 』 の た め に 、 自分 の家 とい う 『小 家 』 を放 棄 す る こ とで あ る 」。 さ らに 、 女 性 が 社 会 に進

出 して も大 き な社 会 反 響 を もた ら さ な い 理 由 は 、 当 時 「高 就 業 率 、 低 収 入 」 とい う就 職 制 度

を実 施 して い た た め 、 夫 婦 で 共働 き を しな い と一 家 の 生 計 が 成 り立 た な い とい う経 済 的 な 要

因 が 大 き く働 い て い た か らで あ る。

とこ ろ で 、1980年 代 以 降 、つ ま り効 率 を優 先 す る 市 場 経 済 時代 が や っ て く る と、男 女 の 「同

工 同 酬 」(同 一 の 労 働 に 対 して は、 同 一 の報 酬 を 与 え る)は 、 労 働 に 応 じて 配 分 す る 効 率 原

則 に反 して い る と見 られ 、 男 女 平 等 とい う社 会 公 平 の 追 求 は次 第 に終 息 す る。 と りわ け 、 国

61958年 か ら1960年 までの 「毛沢東思想」 に基づ く中国の急進 的な社会主義建設の試み を指す。 当時 「15

年でイ ギ リスに追い付 き追い越せ」 とい う国家 目標 が提示 されたよ うに、「大いに意気込み、つねに高い 目標

を目ざし、 よ り多 く、 より早 く、 より経済 的に社会主義 を建設す る」 とい う 「社会主義建設 の総路線」が精

神的原則 として提起 され、1958年 夏に出現 した人民公社が農 村における大躍進政策 の実行単位 として組織化

された。 この大躍進政策は熱狂的な大衆運動 として展 開され、短期間の うちに次々 と生産 目標が高め られた。

しか し農業生産力の客観的 な限界を無視 した政策の結果、中国農村 は荒廃 の極に達 して しまい、失敗 に終わっ

た。

7中 国で、 「単位」は一般的 に都市部における社会成員が所属する組織形態(職 場)を 指 しているが、1978年

の改革開放以前 、すべての資源は 「単位」に独 占されているた めに、「単位」と個人 との関係は非常に緊密 であ り、

人は生まれてか ら死ぬまで 「単位」 と関わってお り、例えば,住 宅の有無、大 きさとい う日常的な生活まで 「単

位」 と密接的な関係 を持っている。 さらに、制度上 から言 うと、 「単位」か ら離れ る人は社会的地位 、一社会

人 として存在す る基礎 さえ失 うことを意味 し、 国家 にとって もその人をコン トロール しに くくなるとい うこ

とをも意味 したのである(李 漢林2004)。
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家が単位制度 を通 して実施 してきた医療、住宅、教育など一連の福祉政策は、重荷 とな り、

すべて社会と個人に投げ出された。それ以降、女性は、就職難で失業 しやすい状況に直面 し

なければならなくなってい く(方 英2008)。 次第に、新 中国が樹立 した 「経済的役割」を担

う理想的な女性は、市場経済時代の中では、生きにくくなっていった。

こ うした社会背景のもと、厂婦女回家」(女 性が社会か ら家庭に戻る)に 関 して、1980年

代初めか ら2000年 までの間に3回 にわたって、激 しく議論 されている。最初の議論 では、

主に女性が家庭に入 り、良妻賢母の役割に専念すべきとい う意見と、経済的な自立がなけれ

ば社会地位が下がるため女性は仕事 を持つべきであるとい う意見の二つに分かれていた。そ

して、就業の圧力 を緩和 させよ うとす る国家労働部は、「婦女回家」の提案を中央政府への

報告書にまで載せていた。 しか し、この提案は,直 ちに中国婦女連合会の抗議により取 り下

げられ、 「婦女回家による就職圧力の解消は消極的な就業対策であり,そ れは社会に対す る

信頼を失 う表現である」とい う当時の胡躍邦書記の指示で、公の議論 も一旦沈静化 した。 と

ころが、その後、就業の圧力が強 くなるたびに、「婦女回家」の議論が再燃する。国家サイ

ドでは、一貫 して 「婦女回家」が就業問題の有効な対策ではない と強い姿勢を示 しているが、

計画経済時代に比べると国家が女性の就業を後押 しする力は弱まる一方であるため、効率 と

利益 を重視する企業サイ ドでは、積極的に女性 を受け入れず、解雇の際は女性か ら解雇す る

とい う事実上の対策を採っている(蒋 永平2001)。 女性サイ ドでは、積極的に 「回家」 を選

択 してい る者 もいれば、失業により 「回家」せ ざるを得ない者もいる。そ して、きっかけは

別 として、中国都市部に主婦が増加 している。

では、新中国の理想的な女性モデル(社 会の人)が 長年の教育やイデオロギーの浸透 によ

り中国社会に根ざしている社会背景があ りなが ら、1980年代以降は女性を「社会の人」から「家

庭の人」 に戻す流れが生まれたこと、すなわち 「経済的役割」 より 「良妻賢母的役割」を強

調する性別規範が復帰したことに対 し、女性たちは どのように考えて対処 しているだろ うか。

2003年 の北京海淀区婦連の二千組の夫婦 を対象 とした調査 によると、実際に専業主婦を

している者は全体の4.5%に すぎないが(失 業による主婦は含 まれない)、 専業主婦を希望 し

ている者(14.8%)と 経済的な条件がよければ退職 して主婦になる者(47.7%)を あわせ ると、

62.5%に 及ぶ ことが分かる。さらに、経済的に発展している広東省の女性の社会地位に関す

る2000年 の調査によると、「もし配偶者、または家庭の経済状況がよければ、あなたは専業

主婦になりたいですか」とい う問いに対 して、24.9%の 女性が,経 済的に問題がなければ専

業主婦 にな りたいと答 えている。この数字は全国の平均 レベルに比べて13ポ イン トも高い。

また、2000年 の広東省の女性就業率が1990年 に比べて約10ポ イン ト下がったことは、実際

に専業主婦を選択 している広東省の女性が多いことを裏付けることになるだろ う。

また、李明歓(2004)が 行った女子大学生の性別規範に関す る研究では、近年の主要 な

性別規範についての10の 調査結果を通 して、半数近 くの大学生が 「男主女従」(男 性が主役

で女性が脇役)と い う家庭構造を支持 していること、経済発展地区ほど男尊:女卑、従属的な

性別規範意識が強いこと、卒業 した女子大学生は在学中の女子大学生よりこうした性別規範
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意識が強い とい う3点 をあげて、高学歴 と経済発展が女性の生活環境を改善しているが、こ

うした変化が望ましい性別観念の構築 と必ず しも正相関しているとは言えないと指摘 してい

る。また、毛沢東時代の 「男女都一様」(男 女は全 く同じだ)の 性別観念か ら、近年になっ

て 「男女不一様」(男女は同じでない)と い う性別観念に変わ り、女性の特有な気質を重視

するようになってお り、さらには新中国成立当初か ら否定されてきた男尊女卑、「男主女従」

とい う考え方 さえ主流社会に進出しつつあると分析 されている。

上述のように国家サイ ドでは一貫 して男女平等を主張 しているが、民衆の間では、女性の

従属的な性別規範が密かに広が り、良妻賢母の役割が女性の重要な役割 となっているのであ

ろう。

3軽 視 ・見落とされている新中国女性の役割:良 妻賢母と女性内部の多様性

これまでの新中国女性に関す る研究では、女性の就業率 とい う観点から、女性が経済的な

独立により男性 と平等な社会地位を獲得 したと論 じる研究がある一方、家庭内の決定権、家

事分担などから女性が実質的な平等を得ていないと指摘する研究もある。つま り、新 中国政

府が提唱している 「社会の人」 とい う公的領域の女性像 と、家で求められている 「家庭の人」

とい う私的領域の女性像の問には,矛 盾する点が存在 している。 しか し、なぜこうした矛盾

が存在 し、この矛盾がどうい う様子で出現 しているかについては、これまでの研究では、ほ

とん ど言及されていない。

新中国政府が男女平等を実現するために、短期間、広範囲で女性に就業機会を与えたにも

かかわらず、家庭内の役割分担に関してはそれほど強 く再編が迫られず、それぞれの家族の

自治に任 されてきた。その結果、女性は仕事 と家事 とい う二重負担に苦 しみ、「経済的役割」

と 「良妻賢母的役割」の遂行に矛盾が生 じる場合 も出てくる。

具体的に言 うと、新中国女性にとって、社会に進出し収入を得て経済的役割 を担 うことは、

新たな役割 とい うだけではなく、社会 においても、家庭においても、最 も評価 され、最も称

賛され る役割 となっている。その一方で、女性がずっと担ってきた育児や家事労働は、依然

として女性の負 うべき義務 と見な されなが らも、経済的役割よ り下位に置かれ、それ相応の

評価がされていないのである。その原因は、新中国政府の描いた理想的な女性像にある。っ

ま り、女性は男性 と同 じように職業を持ち、経済的な地位 を獲得することでこそ、人格的な

独立を得 られるのであり、良妻賢母のような女性は保守的で、遅れていると見なされたので

ある。

さらに重要視 されていないことは、新中国女性の多様性である。王天夫等(2008)が 都市

性別収入の差異に関する研究において指摘 しているよ うに、中国では国家平等主義の政策を

実施 してきたが、異なる階層の女性にとってその効果は異なる。 この観点に従って述べると、

それぞれの階層で女性は 「経済的役割」や 「良妻賢母的役割」の認識から遂行まで差異が生

じるだろ う。 しかし、これまでの男女平等に関す る研究では、こうした女性内部の差異がし

ば しば見落 とされてきたため、異なる階層の女性による性別規範の違いに関する検討が十分
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にされてお らず、女性の問に存在 している差異は男女の性別差異 として集約 されている。

皿 調査の概要

2007年8月 から2008年1月 にかけて、中国の哈爾濱市、南京市、スワ頭市の主婦を対象

にインタビュー調査を行った。各都市の主婦または家族全員に1時 間か ら2時 間程度、半構

造化イ ンタビュー調査を行った。調査対象は哈爾濱市17名 、南京市9名 、スワ頭市5名 、

計31名 の専業主婦である(表1の 通 り)。

主要な項 目として、①夫婦の結婚年数、子 ども数、家族構成、②全世帯の収入、夫の職業

と収入、夫婦両方の学歴、③主婦になるきっかけ、主婦になったことに対す る周囲の態度、

④女性の経済的な役割 と良妻賢母の役割 に対す る考え、⑤家事 ・育児に関する考えと実際の

や り方、⑥ 自分の子 どもが結婚後,主 婦 になること、またはその妻が主婦になることに対す

る態度な どの項 目を設定し、インタビュー調査を行った。

この三つの都市を選んだ理由は以下の通 りである。①哈爾濱市は中国東北地区の黒龍江省

に位置 し、かつては旧東北工業基地として大規模な工場 と大量の工場労働者 を有 していた。

しかし、計画経済時代の単位制度の改革 と経済発展の立ち遅れにより多 くの失業者を生み出

したため、家庭に入 らざるを得なくなった女性労働者が多い。また哈爾濱市では 「男主女従」

(男性が主役で女性が脇役)の 家庭構造が多 く見 られるが、厂男は外,女 は内」とい う役割分

担を支える経済的な条件がまだ揃っていないため、共働きの夫婦が基本である。②南京市は

江蘇省 の省政府所在地であり、揚子江に隣接 し、商業都市である上海に近いこともあ り、流

通の中心 となってお り、重要な総合工業生産基地でもある。近年南京に移入する労働人口が

増加傾 向を示 しているため、夫の転勤で主婦になる女性が増えている。③スワ頭市は広東省

の東南部に位置 し、香港に近い。中国の最初の経済開発区の一つで、一人あた りの収入 レベ

ルが全国でも トップレベルに位置す る一方、従属的な性別規範意識が強く、1980年 代か ら主

婦が増加傾向にある。

また、より効果的に分析す るために、主婦になるきっかけを、自分の意志による積極型(能

動型)と 国家の 「改制」と失業による消極型(受 動型)8に 分類 し、また中国国家統計局の都

市部家庭収支状況に関す るデータを参考に して、被調査対象の家庭の経済状況を上 ・中 ・下

に分類 している。9

なお、この調査では、主婦になる女性の性別規範に対す る解釈を中心としたために、就業

8主 婦 にな るきっかけについて、潘允康(2004)は 「幼児の世話;夫 の仕 事又は事業;本 人の失業」 とい う

三つ の受動的な原 因によるもの と指摘す るが、本稿では、「本人の失業」によるものを消極型(受 動型)に し、

「幼児の世話;夫 の仕事又は事業」によるものを積極型(能 動型)に す る。

9中 国国家統計局 の都市部家庭収支状況(2008年 の第1四 半期)に よると、全 国一人当た りの1～3月 の総

収入 は4674元(そ の うち、黒龍江:3041元;江 蘇省:5899元;広 東省:6196元)で ある。 つま り全国の平

均月収 は約1500元 である。上述 の数字を基準 に、本稿では、夫の月収が全国平均 レベルよ り低い家庭 を低収

入家庭(1500元 以下)、 全国平均 レベル よ り2～5倍 の家庭を中流家庭(3000元 か ら7500元)、 全国平均 レ

ベル よ り5倍 以上の家庭を高収入家庭(7500元 以上)と する。
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中の女性 と比較することができないとい う限界がある。また、調査の内容か らインタ ビュー

数が限 られている。 したがって、厳密に言えば、本調査は、主婦研究における一つの問題提

起の域を出ないことをことわっておきたい。

Iv分 析

1経 済的条件と学歴(技 術)が 受動型主婦の選択と周囲の態度を左右する

周囲の羨望を集めるB(1980年 生まれ)は 、かつて中国大手電通会社に勤めていたが、体

制改革 と結婚を機に仕事を辞め、2、3年 間主婦になった後、現在は仕事に復帰 している(本

人は 「経済的な理由で再び什事 をするのではない」 と何度 も強調 した)。 「今でも私は、半分

養ってもらわないといけない 『全職太太』です よ。現在の月給(月4、5千 元)で は私の小

遣いが足 りないからね」 と言 う。そ して、「夫に経済的に頼ると自分の地位が下がると感 じ

ますか」 とい う質問に対 して、Bは 「全然感 じていないです。私は妻で、男が妻を養 うのは

当迦 ≧二とですよね」 と答え、「 の'ノ ま給 ハ""オ い ので、『全職太太』にな

った時でも、夫から見下されたことがないし、自分 も卑屈に感 じたことはありません。杢当

の平等とは精神的な平笠だと思いますよ」 と述べる。

A(1972年 生まれ)は かつて哈爾濱市で最 も歴史の長い百貨店で会計 の仕事を していた

が、体制改革をきっかけに退職 し、DrNKSの 考えをや めて子作 りに専念 し、インタビュー時、

妊娠2ヶ 月であった。体制改革のために退職 したAは 、「私の車門は会計ですから 什事左

探ユ∠蛍 辷よ」 と,自 分が仕事を見つけようとすればす ぐに見つけられることをアピー

ル した。またAは 、「最初,友 人は私が主婦になることを不思議に思っていたが、全必

オ ミ い っ ・ い 量 っ い 」と述べ、「今は私が夫の健康 飲食の面倒 を

みて 子 どもが牛まれてからは 育児に専念する」 と自分の良妻賢母ぶ りを語った。

上述のように、体制改革のために失業 し、やむをえず主婦になった 「受動型」であるにも

かかわらず、夫の高収入が背景 にあるBとAは 、周囲の羨望の対象 とな り、先進的かっモ

ダンな存在 となっている。また、高収入の経済的状況 と高学歴により、BとAは 家庭の主婦

と職業女性 を自由に転換できるとい う余裕がある。 ところが、興味深い ことに、BとAは 従

属的な性別規範を支持 しながら、二人 とも自分は仕事ができることと、お金のために仕事を

するのではないことを強調 している。 このことから、新 中国女性の性別役割の最も特徴的な

点、即ち経済的役割が良妻賢母的役割 よ り優越 していることが、高収入で高学歴の主婦、B

とAの 語 りからも表れている。一方で、二人 とも金銭的に困ることのない中国社会に現れ始

めた裕福な 「全職太太」であることをもアピール したいようである。

1996年 に夫と共に失業したC(1965年 生まれ)は 、「全職太太」 とい う呼び方に非常に恐

縮 した態度で 「 ま"オ い こジの宀 の'ヨ ご」 と強調 した。Cは 、失業 して

か'い の 目'ヨ し の祝 ㌍"吉 のた ム て10年 が経つ。

一緒にインタビューを受けた冗談好きなCの 夫は 「実は二人は、とっくに離婚 していて、彼
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女 と息子が僕の所に居候 しているんだよ」 と語ったが、それは冗談ではなく、本当のことで

あった。離婚(実 は偽装離婚)し たのは、二っの家庭として社会保険金を二倍受け取るため

である。

体制改革で失業 したCは 、専業主婦 になって半年 も経たないうちに、す ぐ果物売 りになっ

て街で行商を始め、一 日12、13時 間、労働 している。Cが 仕事に復帰 したのは、Bの よ う

に自分の意志 とい うより、む しろ経済的困難によりそ うせ ざるを得なかったか らだと言えよ

う。 さらに、社会保険金 を多 く貰 うために、偽装離婚までしたことから、実際の生活状況に

より、Cは 良妻賢母的役割 と経済的役割の どちらを優先するかを選択す る余裕は持てず、必

然的に経済的役割を担わなければな らなかったのであろう。

1993年 に1万 元の退職補償金 を受け取 り家庭に入 ったD(1953年 生まれ)は 、当時30代

であった。当時の感情を 「宀 ま宀 壬こ こ オかっ この。でも体制が変わったから仕方が

ない。 中国の女性はやは り仕事をしたい」と仕事を続けたかったことを述べる。再就職につ

いて、Dは 「年齢 も年齢で、技術 を持っていない し、,月1000元 未満の仕事は肉体労働 ばか

りでちゃんとした仕事がない」と、40代 の再就職の難 しさを語 りなが らも、現在の生活に満

足 し、「この宀 ま 弘 ・'・ してい か 」 と述べた。そ して本人は、早めに退職 したと

い う意識 が強く、失業により主婦になった とい う認識 は薄いようである。

G(1953年 生まれ)は 哈爾濱市の大型工場に勤めていたが、90年 代後半の体制改革により

夫 と共に失業 した。「宀 こ っ か 、.しい倉 ・ が ん っ こ。夫は、もっとそ う

だった。 田ま宀'圭 が か 」 と述べた。その後、約1年 間、専業主婦をしてい

たが、美容師の技術を持っていたため、住宅を改造 して美容室に して兼業卞婦になり、「工

場に勤めていた頃 よりずっと収入が良くなって、友達は私を羨ましく思っている」 と、Gは

述べた。

DとGは 中卒で 「下郷青年」(文 化大革命時に、毛沢東の呼びかけで農村に行った都市の

青少年)だ ったが、Dが 再就職 しなかったのに対 して、Gは 美容師の技術を持っていたため、

主婦 になって一年後に仕事を再開 し、しかも収入は前の倍 になった。 このように、中レベル

の経済状況に属 している二人は、異なる選択をした。再就職できたGは 前よ り稼げたため、

周囲の羨望の的 とな り、Dは 良妻賢母型役割に専念 して、「家は私を必要 としている」 と自

分の新 しい役割について積極的に解釈 している。

2能 動型の主婦;良 妻賢母的役割への強い責任感と職業をもつ女性への憧憬

仕事に打ち込んで財務主任にまで昇進 した1(1970年 生まれ)は 、主婦になる前に子 ども

の面倒をほとんど見なかったが、娘のひ どい学業成績 を見て 「夫と相談 して、"ご1い

""の 云が"オ かっ こ ロ オ オいか2006年 に私は正齟 務

主仟の仕事を辞めま した」 と述べた。 「仕事を辞めてか ら、子 どもの通っている塾もすべて

辞 めさせ、私 と夫が娘の勉強の計画を立て、二人が勉強 しながら彼女を教え始めました。 そ

して、できるだけ外食をやめて私は自ら娘の好きな食べ物を作っています。……ヨ避 順
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量卩 こ'"か"'〉 ま7000い ミ ミ 辻 こ 正 い 羽 丿 こっ}せ こ 〉 幢

控・に左右 される、と思います。……今、娘は、69中 学校(哈 爾濱市 の名門中学校)の 中間テス

トにおいて3位 になった」と1は 非常に誇らしげに語 った。

子 どもの誕生を期にJ(1970年 生まれ)は 主婦になって5年 が経つが、「私は,皿

、で什事がしたい 本当は 『全職太太』でありたくない。でも,子 どもが通っている塾が多 くて、

家にいない ときちん と面倒が見 られない し……。 の こい1"△ の

界も持ちたい」と矛盾する気持ちを語った。

同 じく子 どもの誕生をきっかけに、K(1974年 生まれ)は 電車車掌の仕事を辞めて、専業

主婦になったが、「5年 間の主婦生活は本当に楽 しくなかった。ま どもの面倒 をよく見てい

こ 慝い 弐 △ ・'こ 硅 左 ミ 。 とくに、主婦になってか ら夫と

の 関 係 が悪 く な っ て 、 互 い に理 解 で き な くな った の で す 。 ・

こ'え か っ こ 弐 口 曇Aっ"ム こ 弐 ・ こ」

… ・・去 は私 が 社 会 に復 帰 す る こ と.

と、 や っ と仕 事

に復帰できたことを嬉 しそ うに語った。

上述の3名 の哈爾濱市の能動型主婦は、育児や子 どもの教育のために仕事 を辞めて、良妻

賢母的役割に強い責任感を示 している。 しか し注 目に値するのは、JとKが 仕事に復帰 した

い気持ちを何度も強調 していることから、彼女たちは自分の価値や生活の意義を解釈する際、

やはり良妻賢母的役割よ り、経済的役割を高い位置に置いていると言 えよう。また、1は 、J

とKの ように直接的な表現で再就職 したいとは言っていないが、「子 どもの教育のために財

務主任の仕事を辞めた」とい う言葉から、社会通念において経済的役割が良妻賢母的役割 よ

り高い位置にあるにもかかわらず、あえて子 どもの教育のために仕事を辞めたと言 うことで、

良き母親としての自己肯定をしていると考えられるだろ う。

家庭の年収が20万 元以上あると語 るウ(1968年 生まれ)は 、主婦になった理由にっいて、

「 ・こ こい の ミ ご」と言いなが らも、「"・"""'、.こ オ

、る什事を見っけられるよρ 私には最低限、そのくらいの能力がある」 と述べ、「全は約80%

の日、 ミ"の 六 こ い1"ご}"な"い ……。仕事をす るの

は お 金 の た め で は な い 時 に こそ 、 人 生 の 面 白 さが 出 て く る と思 う。『全 職 太 太 」 『全 職 マ マ 』

一 つ の こ オ こ が"」 と現 在 の 主 婦 生 活 に つ い て語 っ た 。

主 婦 に な っ て15年 の カ(1976年 生 ま れ)は 、 自分 の 生 活 に つ い て 「私 は 高 い 志 を 持 って

い な い 女 性 で 、18歳 の 時 に夫 と恋 愛 して 以 来 仕 事 を 辞 め 、 今 、 娘 は10歳 に な りま す 。 杢 当.

に 無 駄 な 一 牛 を洪 っ て い る と思 い ます … … 。 時 々 、 ず っ と家 に い る の が つ ま ら な く な る けれ

ど、子 ど も の教 育 に 車 念 して 、子 ど もが 少 し大 き くな っ た ら海 外 に移 住 す るつ も りです 。私 は亠

結 一一 ・ オ い 北 高 オ い カ え こ ・ オ い こ オ こ'

こムLこ>Aの ミ" い 」 と語 っ た。

国営企業に勤めていたオ(1969年 生まれ)は 、「4、5年 間、専業主婦になったが、 自らな

ろうとした とい うよりは、今の社会では、"こ コール ご ・ 私たちの

いる国営企業 も同 じ。でも家にいると自分の存在価値がなくな り、皇は り経済的に独立 しな、
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.いと立場 も弱くなるよ うな気がす る..だ けど、いくら探 してもいい仕事が見つか らない」 と、

社会に復帰したいが、なかなかできない とい う焦る気持ちを語った。

以上3名 の南京市の能動型主婦の場合、カとオはそれぞれ 「仕事をしなかった自分の人生

は無駄な人生だ」、「経済的に独立 しない と立場が弱 くなる」 と表現 し、主婦になっている自

分を低 く評価 している。一方、ウは 厂『全職太太』『全職ママ』 も一つの仕事としてこなす こ

とができる」、厂仕事するのはお金のためではない時こそ生活に面 白さが出てくる」 と話 し、

主婦になっている自分の役割を積極的に解釈 しなが らも、「必要であれば、私はす ぐお金に

なる仕事 を見つけられる」 と話 し、 自分が経済的な役割 を担 う能力を備えた人間であること

をアピール している。

ス ワ頭市のス(1964年 生まれ)は 、二番 目の子 どもを産むことで(中 国の計画生育政策

に反 していたため、子 どもを産むか仕事を続 けるかとい う 「選択」を迫 られた)、 仕事 を辞

めて主婦になった。スは夫の両親、祖母 と同居 してお り、家政婦 を雇わず、4世 代7人 家族

の世話をしている。主婦生活はつまらないかとい う質問に対 し、「そんなことはないです よ.

周 りの皆もそ う(ギ 婦)し てい るし、子 どももまだ小 さい し、義理の両親の面倒 もあるし、

濤1っ こ 湘 しい"」 と微笑んで答えた
。インタビューが終わると、スは急いで中学

生の娘の寄宿舎に食べ物 と服な どを届 けに行った。

サ(1965年 生まれ)は 、「一番 目の子 どもを産むために 私も夫 も勤めていた国営企業を

醴 彑た。……代償は大きかったが、後悔 はしていない。実は姉二人も二番 目の子を産むため

に仕事を辞めた」 と述べ、「毎 日子 どもの送 り迎 えや、子 どもの健康のため栄養のあるもの

を作った りしてけっこう忙 しい。……ち ょっとした小 さな商売をしようかと思ったことがあ

ったけれ ど、去は 子 どもの小さい時は(女 性が)家 にいた方が よいと賛成 してくれなかった」

と語った。

結婚をきっかけにコ(1973年 生まれ)は 、月4千 元の仕事を辞めて主婦 になったが、 「一

時、夫の経営 していた会社が危な くなって……専業主婦を辞めて私 も仕事に復帰 しようと思

いま した。……夫は私が仕事す ることにずっと反対です。かなりの亭卞関白で 一女は家で子

どもと家をきちんと管理できればそれでいいといっも言います。……私は仕事が したいです

が 。 ・ で ま比' が'ヨ こオ こ こか 」 と語 る。

以上、スワ頭市の3名 の主婦の中では、スが最も積極的に良妻賢母的役割に専念 している。

サとコは仕事をしたい気持ちを述べているが、夫の反対にあったり、周 りの女性たちがみな

専業主婦 をやっていることから、良妻賢母的役割 を従順に担っているように見える。特に注

目に値す るのは、周 りの女性たちがみな専業主婦 になっていることをスワ頭市の主婦たちが

何度も強調 していることである。その点は、他の2都 市の主婦の語 りにはみ られなかった。

これは1970年 代末か ら1980年 代初頭にかけて、スワ頭市が計画経済の軌道から外れていた

ために、国家が単位制度を通 して、効果的に男女平等の就職制度を貫ぬきにくくなった こと

と関連 している。その他の要因として、夫一人の給料で一家を養える家庭が他の都市よ り多

いため、 「男は外、女は内」 とい う従属的な性別規範も広が りやすいと考えられる。
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V結 論

分析の結果、まず、IV-1とIV-2で 見たように、受動型主婦にしても、能動型主婦にし

ても、 自分の価値を評価す る際に日常的に担っている良妻賢母的役割を、経済的役割より低

い位置に置いている傾向が見 られる。 これは新中国理想の女性 が、「社会の人」としての部

分を最も評価 されるのに対し、良妻賢母の女性は保守的で、遅れた女性 としてみなされ るこ

とに関わっている。

次に、経済的役割を遂行す るのが理想的な女性だが現実にはできないとい う矛盾は、受動

型主婦の問に特に顕著に見 られる(D、G、C、A)。 この矛盾は国家サイ ドが 「女性の 自立

は経済的な自立から」 とい う男女平等の理念を一貫 して掲げているにもかかわ らず、市場経

済により効率を重視する企業が女性に就業機会を積極的に与えないことで、生 じたものであ

ろう。 また、ほとんどの調査対象者は経済的役割 と良妻賢母的役割の間を行 き来 し、 どちら

を優先すべきかの葛藤を抱えている。その原因として、公領域 と私領域では、女性に期待 さ

れる 「経済的役割」と 「良妻賢母的役割」を遂行する優先順位が異なるからであると考えら

れる。新中国政府は男女平等 を実現す るために、女性に男性 と同等の就業機会を与えると同

時に、男性 と同様の仕事ぶ りも期待 し、特に効率を優先する市場経済時代ではなお さらであ

る。 しか し、家庭内の役割分担については男女平等の性別規範が再編 されず、依然 として良

妻賢母的役割が女性の第一要務 として期待 されている。 こうして、女性には仕事 と家庭の二

重の負担がかかっているだけでな く、公領域 と私領域の問で二つの役割のどちらを優先する

かとい う選択を常に迫 られている。

以上の知見は人々にとって新 しく出現 し始めた中国の主婦、及び一般的な中国女性の性別

規範を分析するのに貴重な成果 と言えよう。

ただし、IV-1とIV-2で 論 じたように、家庭の経済条件、学歴と都市の違いが主婦の性

別規範の解釈に異なる影響を与えている。具体的な違いは、①高収入家庭 ・高学歴の主婦は

受動型、能動型の両方が性別役割について解釈する際に、経済的役割を良妻賢母的役割の上

にお く傾向を示 している。その一方、彼女 らは裕福な家庭を持っているからこそ、「全職太太」

になることが先進的、モダンなもの として周囲の羨望を集 める。つま り、主婦になることは

必ず しも経済的な自立を失い社会地位が低下することを意味するわけではない。 また、家計

のために再就職 したいのではないことを強調 している彼女 らは、ほとんどが経済的役割 を担

う能力があることをアピール している(A、B、K、N)。 ②中収入家庭の受動型 と能動型の

主婦は、職業 と家庭の両立ができる女性に憧憬を抱いているものの、「経済的役割」を担え

ない場合、積極的に良妻賢母的役割を担 うことを通 して 自分の新 しい役割を解釈 しているよ

うに見 られる(D、P、H、1、 シ)。 ただ し、夫の収入が少ないほど再就職の傾 向が強 く見ら

れる(G、 ク、コ)。③低収入家庭の受動型主婦には、経済的役割と良妻賢母的役割でもって

自分の性別規範 を解釈す ることにより、 自分が重要な働き手 として経済的役割を担わなけれ
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ばな らない とい う現実がある。④都市別で性別規範に対する考えをみると、スワ頭市 と哈爾

濱市の主婦に顕著な違いが見られ、中国経済発展の前線にあるスワ頭市の主婦は、厂男は外、

女は内」、「男主女従」の従属的な性別規範に同調 しているのに対 して、経済発展の遅れてい

る地域である哈爾濱市の主婦は新中国の樹立した理想の女性に憧憬を抱き、良妻賢母的役割

より経済的役割を担 うことに最も価値 を置いているように見える。スワ頭市の主婦は、一人っ

子政策に反 してまで仕事を辞め、二人 目の子 どもを産むことから,良 妻賢母の役割を従順に

担 うのみならず、それを最も価値のあるものとして認識 しているようにも見える。

以上のように、中国市場経済の進展により出現 し始めた主婦は多様性に富んでお り、この

多様性は家庭の収入、学歴、都市の違いによるものであることが明らかになった。 しか しそ

れだけではない。その多様性をもた らす もう一つの要因は、中国の主婦が欧米や 日本のよう

に上流か ら中流の家庭に大衆化 してい く道を歩んでおらず、革命の勝利 と共に女性も社会に

進出 した とい う独特な解放の道 を歩んできたからと考えられる。本稿では、それについては

深 く掘 り下げていないが、今後の研究の課題 としたい。
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表1調 査対象者の基礎情報

調査地 調査対象者と
生年

きっか け(主 婦の類型)と 訪問時 の就

業状況
夫の収入 と収入類型 学歴 家族構成

哈爾濱市

A(1972年) 体制改革 受動型 丿ヨ3-4万 位 高収入 大卒 夫婦2人

B(1980年) 体制改革 受動型 就業中 ,月2万 位 高収入 大卒 夫婦2人

C(1965年) 体制改革 受動型 就業中 月1千 位 低収入 中卒 直系5人

D(1953年) 体制改革 受動型 月4千 位 中収入 中卒 核家族3人

E(1967年) 体制改革 受動型 月3千 位 中収入 高卒 核家族3人

F(1958年) 体制改革 受動型 月5千 位 中収入 中卒 核家族3人

G(1953年) 体制改革 受動型 兼業 月2千 位 中収入 中卒 核家族3人

H(1960年) 体制改革 受動型 月4千 位 中収入 中卒 核家族3人

1(1970年) 子 どもの教育 能動型 月4千 位 中収入 大卒 核家族3人

J(1970年) 育児 と夫の転勤 能動型 月1万 位 高収入 大卒 核家族3人

K(1974年) 生育 能動塑 就業中 月1.5万 位 高収入 短大 核家族3人

L(1972年) ず っと無職 能動型 月1-2千 位 低収入 小学校 夫婦2人

M(1985年) ず っと無職 能動型 月1-2千 位 低収入 中卒 核家族3人

N(1976年) 会社運営の問題で辞職 liヒ動 型 月1万 位 高収入 短大卒 夫婦2人

0(1976年) 生育 能動型 月2万 位 高収入 大卒 核家族3人

P(1971年) 生育 能動型 月4千 位 中収入 短大卒 核家族3人

Q(1975年) 生育 能動型 月3-4千 位 中収入 高卒 核家族3人

南京市

ア(1978年) 生育 能動型 就業 中 ,月8千 位 高収入 大卒 核家族3人

イ(1973年) 夫の転勤 能動型 月8千 位 高収入 大卒 夫婦2人

ウ(1968年) 自ら辞職 能動型 月1.5万 位 高収入 大卒 核家族3人

エ(1970年) 仕事の圧力で辞職 能動型 月2万 位 高収入 大卒 核家族3人

オ(1969年) 生育 能動型 就職中 月5千 位 中収入 大卒 夫婦2人

カ(1976年) 結婚 能動型 月1.5万 位 高収入 中卒 核家族3人

キ(1976年) 生育の準備で 能動型 ,月1.5万 位 高収入 大卒 夫婦2人

ク(1970年) 子 どもの教育 能動型 月4千 位 中収入 高卒 核家族3人

ケ(1978年) 夫の仕事 で 能動型 月6千 位 中収入 大卒 夫婦2人

スワ頭市

コ(1973年) 結婚 能動型 月5千 位 中収入 高卒 直系6人

サ(1965年) 第二子出産 能動型 月8千 位 高収入 中卒 核家族4人

シ(1961年) 第二子出産 能動型 月5千 位 中収入 中卒 核家族4人

ス(1964年) 第二子出産 能動型 月2万 位 高収入 高卒 四世代7人

セ(1973年) 結婚 能動型 月1万 位 高収入 高卒 直系5人
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